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1.概要
本マニュアルでは、SignDK for DocuSign eSignatureを利用してkintone と DocuSignを連携するための初期設定方法につ
いて解説します。

2.プラグインのインストール

まずは、システム管理者が kintoneに
SignDKのプラグインをインストールしま
す。

参考：kintoneにプラグインをインストール
する - kintoneヘルプ
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https://jp.cybozu.help/k/ja/admin/system_customization/add_plugin/plugin.html
https://jp.cybozu.help/k/ja/admin/system_customization/add_plugin/plugin.html


3.アプリへのプラグインの追加

システム管理者がプラグインのインストー

ルを行った後は、アプリ管理者が、

SignDKを利用するアプリごとに設定を行
います。まずは、SignDKを利用するアプ
リにプラグインを追加します。
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4. DocuSignのサンドボックス環境における DocuSign と kintone との連携設定

4-1. 「開発者向けアカウント」と「サン
ドボックス」の作成

続いて、DocuSign側の設定に入ります。

SignDKを利用してkintoneとDosuSignを連
携するには、DocuSign側でアプリとインテグ
レーションキーの作成が必要ですが、

DocuSignは仕様上、本番環境上で直接作
成するのではなく、まず開発環境＝サンドボッ

クスでのレビューを行い、合格する必要があり

ます。

開発環境を利用するには「開発者向けアカウ

ント」が必要ですが、これは誰でも無料で作成

することができます。

まずは、開発者向けページにアクセスしアカ

ウントを作成します。

https://go.docusign.com/sandbox/produ
ctshot/

パスワードを設定しアカウントをアクティブ化

すると、自動的にサンドボックス環境にログイ

ンした状態になります。

（後からログインし直す場合には、以下の

URLからアクセスしてください。
https://appdemo.docusign.com/ ）

初期状態では言語設定が英語になっている

ので、日本語に変更してから作業すると分か

りやすいでしょう。
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https://go.docusign.com/sandbox/productshot/
https://go.docusign.com/sandbox/productshot/
https://appdemo.docusign.com/


4-2. kintoneアプリの「リダイレクト
URI」の取得

DocuSignの設定のために、SignDKを利用
する（DocuSignと連携したい） kintoneアプ
リのリダイレクト URIを取得します。
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4-3. DocuSignの「アプリとキー」の
設定

続いて、DocuSignのサンドボックス環境と、
kintone との連携設定を行います。
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4-4. kintoneのフォームの設定

DocuSignのエンベロープと、Kintoneのレ
コードとの紐付けを記録するためのカスタム

フィールドを設定します。
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テーブルには以下のフィールドが追加できま

す。

※「エンベロープへのリンク」「ファイル名」「最

終更新日時」の追加は必須です。その他の

フィールドは、必須ではありませんが、追加を

推奨しています。

必

須

フィールド

名

フィールド

の種類

フィールド

コード

◯ エンベロー

プへのリン

ク

リッチ

エディター

SignDK_Env
elopeLink

◯ ファイル名 文字列

（複数行）

SignDK_Atta
chmentNam
e

件名 文字列

（1行）

SignDK_Sub
ject

宛名 文字列

（複数行）

SignDK_Rec
ipients

ステータス 文字列

（1行）

SignDK_Stat
us

作成日時 日時 SignDK_Cre
atedDate

◯ 最終更新日

時

日時 SignDK_Las
tModifiedDa
teTime
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テーブルの「フィールドコード」（右図の例だと「

docusign_status」）は、この後の設定で使う
ので、メモ帳などにコピペして控えておきま

す。
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4-5.送信対象添付ファイル設定

続いて、kintoneから DocuSignに送信する
添付ファイルフィールドに関する設定を行いま

す。

右図の①②のように、DocuSignのエンベ
ロープの受信者として kintoneから取り込む
「先方担当者」「メールアドレス」のフィールド

の要素 ID と、DocuSignから読み込んだ契
約書類を表示する「添付ファイル」のフィール

ドの要素 IDを、メモ帳アプリなどに控えてお
きます。
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※「DocuSign送信を許可するステータス」に
ついて

kintoneアプリの「プロセス管理」を使用して
いる場合に、特定のステータスにならないと

DocuSignに送信ができないように設定をす
ることも可能です。

プロセス管理を使用していない（あるいは、使

用しているが全ステータスで送信を許可する）

という場合は、空欄のままで OKです。
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4-6. DocuSign連携設定

4-3. DocuSignの「アプリとキー」の設定にて
DocuSignから取得した値を、プラグインの
DocuSign連携設定に入力して保存します。
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5.サンドボックス環境における動作確認

設定が完了したら、実際に kintoneのレコー
ド上で DocuSignの情報が表示できるかどう
か、動作確認を行います。

レコードの詳細画面から、DocuSignのサン
ドボックス環境にログインします。

添付ファイルフィールドに「DocuSignに送
信」ボタンが現れます。

ボタンをクリックして、kintoneのレコードに添
付されたデータが、DocuSignのエンベロー
プに送信できるかをテストします。

13/23



次に、DocuSignで編集したエンベロープを、
kintoneへ取り込めるかのテストをします。

DocuSignのエンベロープを開きます。
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kintoneのレコード詳細画面に戻り、「最新の
エンベロープ一覧を取得」を実行することで、

テーブルが更新されます。

6. APIキーのレビュー

6-1. kintone側での APIのレビュー

ここまで、DocuSignのサンドボックス環境で
作業を行ってきましたが、引き続いて本番環

境と連携するための設定を行います。

DocuSignのAPIキーを DocuSignの本番
環境で使用するには、まずサンドボックス環

境の APIキーをレビューし、合格する必要が
あります。

まずは、このレビューに合格するための作業

を行います。
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kintone側でのレビューが完了すると、画面
上部に緑のダイアログが表示されます。

6-2. DocuSign側での APIのレ
ビューの開始

続いて、DocuSign側で APIのレビューを開
始し、レビューを薦める準備を進めます。
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7. DocuSign本番環境へのリリース

7-1.サンドボックス環境から本番環
境へのアプリのリリース

レビューが無事完了したら、DocuSignの本
番環境へのリリース作業を行います。
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7-2.本番環境にて「アプリとキー」を
設定する

続いて、本番環境で「アプリとキー」の設定を

行います。

『4-3. DocuSignの「アプリとキー」の設定』に
て行った手順と同一ですが、本番環境にリ

リースしたアプリは、サンドボックスのものとは

インテグレーションや秘密鍵が異なるため、改

めて設定が必要です。
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8. kintoneのプラグイン設定の更新

8-1. インテグレーションキーと秘密
鍵の更新

続いて、kintoneのプラグイン設定に入力さ
れている「インテグレーションキー」と「秘密

鍵」を、7-2.の手順で取得した本番環境のも
のに更新します。
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8-2. kintoneプラグインで
DocuSign本番環境へログイン

「5.サンドボックス環境における動作確認」に
て、kintone上でDocuSignのサンドボックス
環境にログインしたままになっているので、本

番環境へログインし直します。
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9.本番環境における動作確認
最後に、「5.サンドボックス環境における動作確認」と同様に、kintone と DocuSignの本番環境とが問題なく連携できている
か、動作を確認します。

以上で、SignDKの初期設定は完了です。
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